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ラーゼAが得られた c 回復の:{適 pH は5.5乃至9.5であった。イオン強度の増大は回復に不利であった。
( 4) 酸変性におけるタカアミラーゼAの分子構造の破かいは限定的なもので尿素変性においてはさらに




(5) タカアミラーゼAは pH2以下よりむしろ pH3 附近で不安定で，不可逆的失活が見られる。これは

















有の三次元的構造を決定するといういわゆる "sequence hypothesis" を支持するものとしてその意義は大
きし ìO
この他，高木君にはタカアミラーゼの界面活性剤との相互作用やタカアミラーゼの隠蔽されたフェノー
ノレ性水酸基やカノレボキシノレ基に関する研究があり，いずれも蛋白質物理化学の立場から優れた研究で‘ある。
よってこの論文は理学博士の論文として十分の価値あるものと認める。
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